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公益社団法人 日本リハビリテーション医学会 平成 26年度代議員総会 議事録

日　時： 平成 26年 6月 4日（水）

14時 45分～ 17時 00分

場　所：名古屋国際会議場　レセプションホール

議長の選任

定款第 17条に基づき，出席正会員の中から加賀谷

斉正会員が議長に，藤原俊之正会員が副議長に選任さ

れた．

出席人数の確認

議長から，代議員総数294名，出席代議員数202名，

委任状提出者数 78名，合計 280名で，定款第 19条第

1項に定める総代議員の議決権に必要な要件を満た

し，代議員総会が成立する旨宣言された．

議事録署名人の選出

定款第 21条第 2項に基づき，議事録への記名押印

を議長及び出席理事の中から石川誠理事，上月正博理

事を選出した．

議　題

Ⅰ．報告事項

1）理事長報告

水間理事長から，平成 25年度における財政問題

を中心に報告が行われ，さらに別冊資料に基づき平

成 26年度事業計画及び平成 26年度収支予算につい

て報告が行われた．

2）平成 25年度事業報告及び各種委員会報告

才藤副理事長から，平成 25年度事業活動につい

て別冊資料に基づき報告が行われた．引き続き水間

理事長から，各種委員会及びリハビリテーション科

専門医会並びにリハビリテーション科女性医師ネッ

トワークの活動状況について，別冊資料に基づき報

告が行われた．

3）その他

水間理事長から，配布資料に基づき，平成 25年

度医師以外入会認定者及び平成 26年度専門医審査

料の改訂について報告があった．

Ⅱ．審議事項

1）理事及び監事の選任の件

水間理事長から，役員候補者及び役員候補者選出

意向選挙の経過について報告が行われた．

引き続き理事候補者 20名，監事候補者 3名の信

任投票が行われ，選挙管理委員長から，理事 20名，

監事 3名が信任された旨報告があった．

選出された理事及び監事は次のとおりであり，い

ずれも就任を承諾した．

（理事）

浅見豊子，安保雅博，石川　誠，出江紳一

久保俊一，上月正博，近藤和泉，才藤栄一

佐浦隆一，志波直人，島田洋一，白倉賢二

菅本一臣，千田益生，帖佐悦男，椿原彰夫

道免和久，芳賀信彦，正門由久，水間正澄

（監事）

朝貝芳美，木村彰男，田島文雄

2）平成 25年度貸借対照表，正味財産増減計算書及

び財産目録の承認の件

平成 25年度貸借対照表，正味財産増減計算書及

び財産目録について，出江副理事長から別冊資料に

基づき説明が行われた．

引き続き監事を代表して住田監事から，平成 25

年度事業報告等の監査，計算書類及びその附属明細

書並びに財産目録の監査を行った結果，適正に処理

されていると認めるが，口頭での追加意見として，

理事会は常に財務状況を的確に把握し，適宜遅滞な

く対応すべきであるとの監査報告が行われ，本件は

原案どおり承認された．

3）会費値上げ及び定款施行細則一部改正の件

水間理事長から，正会員会費値上げ案について配

布資料に基づき説明があり，引き続き事務局長から

補足説明があった後，採決が行われた．

採決の結果，会費値上げ案を承認する者 280名，

承認しない者5名で，本件は原案どおり承認された．

引き続き椿原副理事長から，会費値上げ案の承認

に伴い，定款施行細則の関連改正を行う旨の報告が

あった．　

4）代議員選挙に関する規則一部改正の件

椿原副理事長から，定款の変更案について，配布

資料に基づき説明があり，原案どおり承認された．

5）基本財産及び特定資産に関する規則制定の件

椿原副理事長から，公益法人化に伴い公益事業基

金に関する規則を廃止し，基本財産及び特定資産に

関する規則を新たに制定する案について，配布資料

に基づき説明があり，原案どおり承認された．

6）第 54回（平成 29年開催）学術集会会長指名の件

水間理事長から，第 54回学術集会会長候補者に
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ついて，理事会で協議した結果，椿原彰夫先生（川

崎医療福祉大学学長）が推薦された旨の報告があ

り，原案どおり承認された．

7）会費を 2年以上滞納した者の扱いの件

才藤副理事長から，会費を 2年以上滞納した者に

ついては定款第 11条第 2項により会員の資格が喪

失する旨の説明あり，承認された．なお，事務局受

付に該当者の名簿を設置しているので，確認して納

入を促して欲しい旨要請があった．

8）名誉会員承認の件

水間理事長から，定款第 5条第 2項第 2号に基づ

き，田中信行会員を名誉会員に推薦することを理事

会で決定した旨の報告があり，原案どおり承認され

た．

9）功労会員承認の件

水間理事長から，定款第 5条第 2項第 3号に基づ

き，配布資料に記載の 11名の会員を功労会員に推

薦することを理事会で決定した旨の報告があり，原

案どおり承認された．

10）Corresponding Memberについて

水間理事長から，定款第 5条第 2項第 5号に基づ

き，配布資料に記載の 3名を特別会員（Correspond-

ing Member）に推薦することを理事会で決定した

旨の報告があり，原案どおり承認された．

 以　上

【別冊資料】
平成 25年度　事業報告

（平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで）

1．会員現況

平成 26年
3月 31日

平成 25年
3月 31日

増　減

会員総数 9,998名 9,823名 175名

医　　師 9,809名 9,637名 172名

医師以外 189名 186名 　3名

 （名誉会員・功労会員含）

 入　会 589名

 退　会 414名
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2．役員，代議員，各種委員会委員

役 　員：理事 20名（うち，理事長 1名　業務執行理

事 3名）監事 3名，幹事 3名

代議員：294名

各 種委員会委員：編集委員会 10名，評価・用語委員

会 8名，教育委員会 10名，資格認定委員会 6名，

施設認定委員会 5名，試験委員会 15名，診療ガイ

ドライン委員会 7名，社会保険等委員会 13名，障

害保健福祉委員会 7名，関連機器委員会 7名，関連

専門職委員会 5名，会則検討委員会 5名，広報委員

会 7名，国際委員会 5名，データマネジメント委員

会 8名，システム委員会 6名

3．学術集会の開催について

1） 第 50回日本リハビリテーション医学会学術集会

を，平成 25年 6月 13日，14日，15日の 3日間，

東京国際フォーラムに於いて開催した．

2） 第 8回専門医会学術集会を，平成 25年 11月 9日，

10日の 2日間，札幌市教育文化会館に於いて開催

した．

4．諸会議

1）代議員総会の開催：平成 25年 6月 12日

2）理事会の開催：第 1回　平成 25年 4月 27日

第 2回　平成 25年 6月 12日

第 3回　平成 25年 7月 27日

第 4回　平成 25年 9月 7日

第 5回　平成 25年 11月 16日

第 6回　平成 26年 1月 25日

第 7回　平成 26年 3月 15日

3）地方会総会・学術集会の開催

（1）北海道地方会

　○第 27回北海道地方会

　　開催日　　平成 25年 4月 20日

　　開催場所　札幌医科大学記念ホール

　　出席者数　59名

　○第 28回北海道地方会

　　開催日　　平成 25年 9月 14日

　　開催場所　北海道大学医学部学友会館「フラテ」

　　出席者数　53名

（2）東北地方会

　○第 34回東北地方会

　　開催日　　平成 25年 10月 5日
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　　開催場所　エスポワールいわて 2階大中ホール

　　出席者数　94名

　○第 35回東北地方会

　　開催日　　平成 26年 3月 1日

　　開催場所　まなウェルみやぎ 3階第 1・2研修室

　　出席者数　100名

（3）関東地方会

　○第 55回関東地方会学術集会

　　開催日　　平成 25年 9月 14日

　　開催場所　山梨県立図書館多目的ホール

　　出席者数　131名

　○第 56回関東地方会学術集会 

　　開催日　　平成 25年 12月 14日 

　　開催場所　 慶應義塾大学信濃町キャンパス 北

里記念医学図書館 2階 北里講堂

　　出席者数　243名 

　○第 57回関東地方会学術集会 

　　開催日　　平成 26年 3月 8日

　　開催場所　前橋テルサ

　　出席者数　127名

（4）北陸地方会

　○第 34回北陸地方会総会

　　開催日　平成 25年 9月 7日

　　開催場所　ホテル金沢

　　出席者数　64名

　○第 35回北陸地方会総会

　　開催日　　平成 26年 3月 8日

　　開催場所　金沢大学病院宝ホール

　　出席者数　46名

（5）中部・東海地方会

　○第 33回中部・東海地方会総会

　　開催日　　平成 25年 8月 31日

　　開催場所　 エーザイ名古屋コミュニケーション

オフィス 6階ホール

　　出席者数　114名

　○第 34回中部・東海地方会

　　開催日　　平成 26年 2月 1日

　　開催場所　今池ガスビル 7階

　　出席者数　85名

（6）近畿地方会

　○第 35回近畿地方会学術集会

　　開催日　　平成 25年 9月 21日

　　開催場所　大阪大学中之島センター

　　出席者数　192名

　○第 36回近畿地方会学術集会

　　開催日　　平成 26年 3月 8日

　　開催場所　 京都府立医科大学付属図書館（図書

館ホール）

　　出席者数　143名

（7）中国・四国地方会

　○第 31回中国・四国地方会総会

　　開催日　平成 25年 7月 7日

　　開催場所　 島根県立産業交流会館（くにびき

メッセ）

　　出席者数　　239名

　○第 32回中国・四国地方会総会

　　開催日　　平成 25年 12月 8日

　　開催場所　岡山国際交流センター 

　　出席者数　198名

（8）九州地方会

　○第 34回九州地方会

　　開催日　　平成 25年 9月 8日

　　開催場所　長崎大学医学部記念講堂

　　出席者数　134名

　○第 35回九州地方会

　　開催日　平成 26年 2月 2日

　　開催場所　宮崎市民プラザオルブライトホール

　　出席者数　161名

4）専門医会

　①専門医会学術集会を 1回開催した．

　② 専門医会総会 2回（定例 1回，臨時 1回）と幹

事会を 3回開催した．また，幹事会専用掲示板

で，議論，情報交換等を行った．

5） リハビリテーション科女性医師ネットワーク

（RJN）

　① リハビリテーション科女性医師ネットワーク世

話人会を 2回開催した．

　② 主な活動として，女性医師ネットワークの位置

づけ，懇親会，RJNセミナー，インタビュー企

画とその小冊子の作成を行った．

6）各種委員会の開催

　①　編集委員会　　　　　　　 6回

　②　評価・用語委員会　　　　 5回

　③　教育委員会　　　　　　　 5回

　④　資格認定委員会　　　　　 5回

　⑤　施設認定委員会　　　　　 2回

 （他メール審議 4回）

　⑥　試験委員会　　　　　　　16回

 （筆記 7回，口頭 5回，筆記・口頭合同 4回）
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　⑦　診療ガイドライン委員会　18回

　⑧　社会保険等委員会　　　　 5回

　⑨　障害保健福祉委員会　　　 4回

　⑩　関連機器委員会　　　　　 2回

　⑪　関連専門職委員会　　　　 2回

　⑫　会則検討委員会　　　　　 7回

 （全てメール審議）

　⑬　広報委員会　　　　　　　 4回

　⑭　国際委員会　　　　　　　 2回

　⑮　データマネジメント委員会

 （掲示板を活用した審議）

　⑯　システム委員会　　　　　 2回

 （全てネット会議） 

7）特別委員会

　① 50周年記念事業実行委員会

　 平成 25年度 2回（メール審議を含む）開催し，

朝日新聞誌上討論会「脳卒中のリハビリテー

ションの展望」企画の共催名義使用許可願につ

いて委員会で検討を行い，50周年記念事業の

一環で許可することとした．また，11月の委

員会では，「50周年記念式典・祝賀会決算報

告」，「50周年記念事業の経過と今後の計画に

ついて」，「国際シンポジウム」等の検討を行っ

た．

　②専門医制度対策委員会

　 平成 25年度 5回開催し，基本研修プログラム，

研修カリキュラム，研修プログラム作要領等の

検討を行った．また，各研修施設から「研修プ

ログラム」の提出を受け予備審査を行った．

　③刊行物の在り方検討委員会

　 平成 25年度 4回開催し，本医学会の和文学会

誌の今後の在り方，英文学会誌の導入について

の検討を行った．

5．辞令発送について

理事長名で辞令発送

各種委員会委員（特別委員等を含む）　116名

6．後援，協賛等依頼

1）ヒューマンインタフェースシンポジウム 2013

　（ヒューマンインタフェース学会） 協賛

2 ）39th World Congress of International Society of 

Medical Hydrology and Climatology

　（一般社団法人日本温泉気候物理医学会） 後援

3）第 40回国際福祉機器展 H.C.R 2013

　（ 社会福祉法人全国社会福祉協議会，一般財団法

人保健福祉広報協会） 協賛

4）平成 25年度義肢装具等適合判定医師研修会

　（厚生労働省） 後援

5）平成 25年度運動療法機能訓練技能講習会

　（公益社団法人全国病院理学療法協会） 後援

6）第 28回保団連医療研究集会

　（全国保険医団体連合会） 後援

7）第 28回リハ工学カンファレンス inいわて

　（一般社団法人日本リハビリテーション工学協会）

 協賛

8）義肢装具 SIG第 9回講習会

　（日本リハビリテーション工学協会義肢装具 SIG）

 協賛

9 ）HOSPEX　Japan 2013（第 42回日本医療福祉設

備学会併設展示会）

　（ 一般社団法人日本医療福祉設備協会，一般社団

法人日本能率協会） 協賛

10）SIG姿勢保持講習会 2013

　（ 日本リハビリテーション工学協会 SIG「姿勢保

持」） 協賛

11）第 48回日本理学療法士協会全国学術研修大会

　（公益社団法人日本理学療法士協会） 後援

12）被災地支援活動「心の絆プロジェクト」

　（一般社団法人心の絆プロジェクト） 後援

13）第 36回総合リハビリテーション研究大会

　（ 公益財団法人日本障害者リハビリテーション協

会） 後援

14）きょうされん第 36回全国大会 in東北・ふくしま

　（きょうされん） 後援

15 ）一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協

会平成 24年度医師研修会 Bコース

　（ 一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協

会） 後援

16 ）障害者医療問題全国ネットワーク第 11回シン

ポジウム

　（障害者医療問題全国ネットワーク） 後援

17）シンポジウム「モバイル’14」

　（特定非営利活動法人モバイル学会） 協賛

18 ）リハビリテーション・ケア合同研究大会千葉

2013

　（ 一般社団法人日本リハビリテーション病院・施

設協会，一般社団法人回復期リハビリテーショ

ン病棟協会，全国地域リハビリテーション研究

会，一般社団法人日本訪問リハビリテーション

協会，一般社団法人全国デイ・ケア協会，全国

地域リハビリテーション支援事業連絡協議会）
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 後援

19）第 35回臨床歩行分析研究会定例会

　（臨床歩行分析研究会） 後援

20 ）2013年度てんかんを正しく理解する月間（て

んかん月間 2013）

　（公益社団法人日本てんかん協会） 協賛

21）第 63回日本理学療法学会

　（公益社団法人全国病院理学療法協会） 後援

22）第 3回日本がんリハビリテーション研究会

　（日本がんリハビリテーション研究会） 後援

23 ）第 4回日本訪問リハビリテーション協会学術大

会 in熊本

　（日本訪問リハビリテーション協会） 後援

24）第 49回日本理学療法学術大会

　（公益社団法人日本理学療法士協会） 後援

25）第 35回バイオメカニズム学術講演会

　（バイオメカニズム学会） 協賛

26 ）公益社団法人日本リウマチ友の会第 54回全国

大会

　（公益社団法人日本リウマチ友の会） 後援

7．会誌の発行

会誌「The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine」

第 50巻第 4号～第 12号，特別号（抄録集），第 51巻 

第 1号～第 3号計 13冊を発行した．

8．リハニュースの発行

①  58号（平成 25年 7月号）より冊子から PDF化

した．

② 年 4回発行した．（平成 25年 4月から第 57号～

第 60号まで）

9．ホームページの管理・運営

①  HPの改変を計画していたが，予算縮減に伴い実

施できなかった．

② 相互リンクについては随時更新ではなく年末に一

括して委員会で審議・承認し年始より掲載とし

た．

③  HPの更新に係る経費削減のため，臨時更新を最

小限にした．

10．教育及び研修　

1）卒後実習研修会

　・脊損尿路管理研修会

　　期日：平成 25年 12月 7日～ 8日

　　会場：海南医療センター

　　受講者数：22名

　・ 義手・義足適合判定医師研修会アドバンスト・

コース

　　期日：平成 25年 9月 8日～ 9日・10月 21日

　　会場： 岡山シティホテル厚生町 2階会議室 205

号室・岡山労働基準監督署会議室

　　受講者数：10名

　・小児のリハビリテーション実習研修会

　　期日：平成 25年 9月 12日～ 13日

　　会場：愛知県青い鳥医療福祉センター講堂

　　受講者数：33名

　・臨床筋電図・電気診断学入門講習会

　　期日：平成 25年 9月 28日～ 29日

　　会場： 慶應義塾大学医学部信濃町キャンパス内

2号館 11階大会議室

　　受講者数：53名

　・職業リハビリテーション研修会

　　期日：平成 25年 10月 6日～ 7日

　　会場： 岡山国際交流センター・吉備高原医療リ

ハビリテーションセンター

　　受講者数：15名

　・（平成 25年度第 1回）嚥下障害実習研修会

　　期日：平成 25年 10月 5日～ 6日

　　会場： 浜松市リハビリテーション病院・聖隷三

方原病院・聖隷浜松病院

　　受講者数：28名

　・福祉・地域リハビリテーション実習研修会

　　期日：平成 26年 2月 14日～ 15日

　　会場：横浜市総合リハビリテーションセンター

　　受講者数：23名

　・（平成 25年度第 2回）嚥下障害実習研修会

　　期日：平成 26年 3月 8日～ 9日

　　会場： 浜松市リハビリテーション病院・聖隷三

方原病院・聖隷浜松病院

　　受講者数：28名

　・動作解析・運動学実習研修会

　　期日：平成 26年 3月 27日～ 29日

　　会場：藤田保健衛生大学

　　受講者数：19名

　・医療コミュニケーション実習研修会

　　期日：平成 26年 2月 1日～ 2日

　　会場：銀座 ACTプラザ

　　受講者数：27名

2）学術集会研修会

　　期日：平成 25年 6月 13日～ 15日

　　会場：東京国際フォーラム

　　受講者数：1351名

3）専門医会学術集会研修会
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　　期日：平成 25年 11月 9日～ 10日

　　会場：札幌市教育文化会館

　　受講者数：408名

4）病態別実践リハビリテーション医学研修会

　・「骨関節障害」

　　期日：平成 25年 7月 13日

　　会場：品川フロントビル会議室

　　受講者数：112名

　・「神経系障害」

　　期日：平成 25年 10月 12日

　　会場：品川フロントビル会議室

　　受講者数：131名

　・「内部障害」

　　期日：平成 26年 2月 15日

　　会場：品川フロントビル会議室

　　受講者数：93名

5）生涯教育研修会

　北海道ブロック

　・期日：平成 25年 4月 20日

　　会場：札幌医科大学記念ホール

　　受講者数：36名

　・期日：平成 25年 9月 14日

　　会場：北海道大学医学部学友会館「フラテ」 

　　受講者数：33名

　・期日：平成 26年 3月 1日

　　会場：札幌医科大学記念ホール

　　受講者数：34名

　東北ブロック

　・期日：平成 25年 9月 8日

　　会場：秋田県総合保健センター 2階大会議室

　　受講者数：22名

　・期日：平成 25年 10月 5日

　　会場：エスポワールいわて 2階大中ホール

　　受講者数：69名

　・期日：平成 26年 3月 1日

　　会場：まなウェルみやぎ 3階第 1・3研修室

　　受講者数：59名

　関東ブロック

　 ・期日：平成 25年 9月 14日

　　会場：山梨県立図書館多目的ホール

　　受講者数：62名

　・期日：平成 25年 10月 5日

　　会場：新潟大学医学部第 1講義室

　　受講者数：23名

　・期日：平成 25年 12月 14日

　　会場： 慶應義塾大学信濃町キャンパス北里記念

医学図書館 2階北里講堂

　　受講者数：132名

　・期日：平成 26年 3月 8日

　　会 場：前橋テルサ

　　受講者数：59名

　北陸ブロック

　・期日：平成 25年 9月 7日

　　会場：ホテル金沢

　　受講者数：46名

　・期日：平成 26年 3月 8日

　　会場：金沢大学病院宝ホール

　　受講者数：27名

　中部・東海ブロック

　・期日：平成 25年 8月 31日

　　会場： エーザイ名古屋コミュニケーションオ

フィス 6階ホール

　　受講者数：115名

　・期日：平成 25年 9月 14日

　　会場： 静岡コンベンションアーツセンターグラ

ンシップ

　　受講者数：43名

　・期日：平成 26年 1月 18日

　　会場：江崎ホール

　　受講者数：26名

　・期日：平成 26年 2月 1日

　　会場：今池ガスビル 7階

　　受講者数：89名

　近畿ブロック

　・期日：平成 25年 6月 1日

　　会場：神戸大学医学部会館シスメックスホール

　　受講者数：52名

　・期日：平成 25年 6月 29日

　　会場： 社会医療法人大道会森之宮病院 2階ウッ

ディホール

　　受講者数：90名

　・期日：平成 25年 9月 21日

　　会場：大阪大学中之島センター

　　受講者数：125名

　・期日：平成 25年 11月 2日

　　会場： 薬業年金会館（大阪薬業厚生年金基金）

301号室

　　受講者数：81名

　・期日：平成 25年 11月 10日

　　会場：京都府立医科大学図書館ホール
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　　受講者数：49名

　・期日：平成 25年 11月 16日

　　会場：三宮研修センター

　　受講者数：61名

　・期日：平成 26年 3月 8日

　　会場： 京都府立医科大学付属図書館（図書館

ホール）

　　受講者数：74名

　中国・四国ブロック

　・期日：平成 25年 6月 22日

　　会場：高新文化ホール（7階）

　　受講者数：44名

　・期日：平成 25年 7月 7日

　　会場：島根県立産業交流会館（くにびきメッセ）

　　受講者数：70名

　・期日：平成 25年 12月 8日

　　会場：岡山国際交流センター

　　受講者数：114名

　・期日：平成 26年 3月 8日

　　会場：高知城ホール 2階 大会議室

　　受講者数：34名

　九州ブロック

　・期日：平成 25年 9月 8日

　　会場：長崎大学医学部記念講堂

　　受講者数：84名

　・期日：平成 26年 2月 2日

　　会場：宮崎市民プラザオルブライトホール

　　受講者数：88名

11．専門医，認定臨床医の認定

1）平成 25年度専門医認定者数 79名

　 平成 26年 3月末現在 2,002名

2）平成 25年度認定臨床医認定者数 76名

　 平成 26年 3月末現在 3,445名 

12．指導責任者の認定

　 平成 25年度指導責任者認定者数 126名

　 平成 26年 3月末現在 1,045名 

13．研修施設の認定

　 平成 25年度研修施設認定数 53施設

　 平成 26年 3月末現在 574施設 

14．学術研究助成

① 本学会誌に掲載された論文のうち優秀な論文を表

彰した．

② 若手研究者への国際学術交流の一環として海外研

修助成を行った．

③ 専門医会研究補助金対象者に補助金を交付し助成

支援を行った．

15．市民公開講座の開催

平成 25年度市民公開講座を 9月 29日に堺市（大阪

労災病院），11月 2日佐賀市（佐賀大学医学部附属病

院臨床大講堂）で開催した．

1 編集委員会報告

担当理事：川平和美

委員長：橋本圭司

委　員：伊佐地隆，菅本一臣，鈴木康司，道免和久，

中村純人，馬場　尊，原　寛美，馬庭壯吉， 渡邉　修

1．委員会の開催

本年度年 6回の委員会を開催した．（うち 1回は論

文賞選考委員会を兼ねる）

2．活動内容

1）学会誌刊行の状況

平成 25年 1月から 12月の間に The Japanese Journal 

of Rehabilitation Medicine第 50巻 1号から 12号の計

12冊が発行された．また，第 50回日本リハビリテー

ション医学会学術集会抄録集を学術集会事務局と共同

で，学会誌特別号として発行した．

2）論文投稿・審査・掲載の状況

（1 ）平成 25年 1月から 12月の間の依頼原稿 2編を除

く投稿原稿は 33編で，このうち 17編を採用，8編

を修正後再審査，8編を不採用とした．なお，取り

下げ原稿はなかった．

（2 ）第 50巻の掲載論文は，原著 10編，短報 6編，症

例報告 4編，総説 11編の計 31編であった．

3）利益相反のある論文について

第 50巻 3号掲載の 12029論文において，上記の理

事会報告の通り，委員長と担当理事の判断で，著者が

希望している利益相反の記述を掲載することとした．

4）予算の削減について

編集委員会に関しては，学会誌刊行に関わる予算の

緊縮が求められたが，委員会で協議する時間が無かっ

たため，川平和美担当理事，橋本圭司委員長，道免和

久委員（刊行物の在り方検討委員会委員長）で協議

し，以下の修正を行い，新たな予算見積（約 200万を

減額）を事務局に提出した．①合併号の刊行を 2回： 

送料を節減，②ページ数の削減：公示の記載法を変

更，地方会抄録を本文 400字，③公示の紙質変更；黄

色から白色へ，④英文ジャーナルの刊行の経費削減；

準備期間が 1年程と見込まれるため，実際のスケ

ジュールに合わせて見積を修正．当初積算額（先に提

出した案）から計算すると，学誌発行費 38,758,900円
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を 29,504,000円へ約 930万円を削減した．なお，学会

抄録費は別建てになっている．

5）優秀論文賞の対象に関する内規の変更

非学会員の学会誌への投稿を認めたことに伴い，優

秀論文賞の受賞対象に非学会員を含める内規の変更が

承認された．

6）編集委員会委員の交代について

2014年 3月 31日で，原　寛美委員，馬庭壯吉委員，

伊佐地隆委員の 3名が任期満了を迎える．また，橋本

圭司委員長については，2014年 9月 30日が任期満了

の予定であるが，自身の病院業務の都合により委員長

の継続が困難と判断され，他の委員同様，2014年 3月

31日付けで辞任することとなった．

7）新編集委員長について

本年度末で，橋本委員長を含め 4名の編集委員が交

代となる．また，『刊行物あり方委員会』の方針で，

英文電子ジャーナルの開設や和文誌の大幅改革が行わ

れる予定である．以上を踏まえて，この改革を中心に

進めることができるのは道免和久委員が適任である．

道免委員に来年度からの委員長就任を打診したとこ

ろ，承諾を得た．

8）論文賞選考

論文賞選考内規に基づき，平成 26年 2月 21日の論

文賞選考委員会における審議により，最優秀論文賞，

優秀論文賞，奨励論文賞の各賞を選定し，役員会に報

告した．

2 評価・用語委員会報告

担当理事：志波直人

委員長：太田喜久夫

委　員：水尻強志，泉　従道，殷　祥洙，大沢愛子，

髙倉朋和，関　聡介，高橋真紀

1．委員会の開催

平成 24年度に引き続き 8名の委員で対応した．委

員会は 5回開催したが，そのうち 1回はメール審議と

し，3回は学術総会，専門医会，専門医試験日に実施

し，委員の交通費節減に努めた．

2．活動内容

1）Web版リハビリテーション医学用語事典の運用

リハビリテーション医学用語集第 7版をもとに，平

成 22年度よりWeb版リハビリテーション医学用語事

典（略称，Web版リハ用語事典）が運用されており，

用語解説の登録認証作業を継続した．また，毎月のア

クセス数と用語解説登録数をもとに利用状況を確認し

た．またWeb版リハ用語事典の用語解説についての

広報や用語の単位登録を実施し，現在，728語の用語

解説が登録されている．

改訂第 8版にむけて，Web版リハ用語事典の用語

の検討を継続した．重複する用語，かな表記，英語表

記の問題点について委員で分担して訂正し，評価法

データベースで頻用されている評価用語を追加した．

2）50周年企画として，患者家族向けの用語解説を一

般市民に公開できるようにシステムを改修した．

3）評価用語委員会が ICD.11の改訂作業に関与し，

委員会としての意見を日整会を介して，リハ関連部

分についてWHOに提案した．

4）会員からのリハビリテーションにおける「介入」

の用語使用についての意見に対して委員会で協議し

対応した．

5）評価法データベース

リハ医学・医療における評価法の動向を知るため，

関連和・洋総合誌（7雑誌）の投稿論文で用いられた

各種評価法を抽出し，データベース化してきた．平成

24年度以降は評価法データベースを学会 HP上から

閲覧・検索できるようにし，アクセス数の集計ととも

に隔年度でデータ集積を継続している．

6）日本医学会用語委員会分科会としての活動

日本医学会用語委員会に参加し，連携して医学用語

の改定のすり合わせ作業を継続している．日本医学会

医学用語集Web版の利用について引き続き HPで広

報した．

7）その他

リハニュース，日本リハ医学会 HPで委員会活動に

ついて広報を行った．

3 教育委員会報告

担当理事：石合純夫（育成担当）

正門由久（生涯教育担当）

委員長：羽田康司

副委員長　兼　病態別研修会小委員長：小林一成

委　員：石井雅之，大塚友吉，片岡晶志，川上寿一，

瀬田　拓，高田信二郎，野々垣学，補永　薫

年度内交代委員：池田　聡

1．委員会の開催

本年度は 5回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）病態別実践リハビリテーション医学研修会

会員のための研修会として，研修会小委員会の実務

のもと，以下の 3病態のリハビリテーション研修会を

企画，開催した．
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a）「骨関節障害」　7月 13日

　於：品川フロントビル会議室　受講者 112名

b）「神経系障害」　10月 12日 

　　於：品川フロントビル会議室　受講者 131名

c）「内部障害」　 2月 15日

　於：品川フロントビル会議室　受講者 93名

2）実習研修会

9種類 10回の実習研修会を共催した．

（A） 第 17回義手・義足適合判定医師研修会アドバン

スト・コース 9月 8～ 9日 &10月 21日

　於　岡山国際交流センター他 受講者 10名

（B ）第 11回小児のリハビリテーション実習研修会

　　9月 12～ 13日

　於　愛知県青い鳥医療福祉センター　受講者 33名

（C）第 16回臨床筋電図・電気診断学入門講習会

　9月 28～ 29日

　於　慶應義塾大学病院　受講者 53名

（D）第 8回および 9回嚥下障害実習研修会 

　10月 5～ 6日＆ 3月 8～ 9日

　 於　浜松市リハビリテーション病院＆聖隷三方原

病院　受講者　第 8回 28名　第 9回 28名

（E ）第 20回職業リハビリテーション研修会

　　10月 6～ 7日

　於　岡山国際交流センター　受講者 15名

（F）第 14回 脊損尿路管理研修会　12月 7～ 8日

　於　海南医療センター　 受講者 22名

（G ）第 3回医療コミュニケーション実習研修会

　　2月 1～ 2日

　於　銀座 ACTプラザ　受講者 27名

（H） 第 8回福祉・地域リハビリテーション実習研修

会　2月 14.15日

　於　横浜市総合リハビリテーションセンター

　受講者 23名

（I ）第 6回 動作解析・運動学実習研修会

　　3月 27～ 29日

　於　藤田保健衛生大学　受講者 19名

3）医学生・研修医リハビリテーションセミナー

（1 ）79施設より開催の申し出があり，春期・ゴール

デンウィークは 6施設 21名，夏期は 10施設 29名

の参加があった．

（2 ）参加学生のあった施設にセミナーに関するアン

ケートを実施した．

（3 ）参加学生の感想文をリハニュースおよび学会ホー

ムページに掲載した．

（4 ）平成 26年開催に向けて全研修施設に開催の協力

を募っている．

（5 ）チラシによる広報を行い，全国の医学部リハ担当

者等に送付した．

4）専門医・認定臨床医 生涯教育研修会

（1 ）2.f，2.gの単位申請期間の短縮化（4カ月前から

3カ月前へ）を図り新システムを稼働した．

（2 ）生涯教育の履修項目およびその単位付与について

全般的な検討を行い，まず年次学術集会および専門

医会学術集会における教育講演単位取得の上限を拡

大する案（それぞれ 4→ 5講演，3→ 4講演）を理

事会に提出した．

（3 ）細則 2）.e号に該当する関連学会，研究会の申請

6件の審査を行った．

（4 ）細則 2）.f号に該当する研修会，研究会等の 55件

の審査を行った．

5）一般医家に役立つリハビリテーション医療研修会

について

（1 ）平成 25年 4月 14日に昭和大学で第 2回研修会を

開催した．

（2 ）平成 26年 1月 26日に徳島病院で第 3回研修会を

開催した．

6）病態別実践リハビリテーション医学研修会 DVD

について

（1 ）病態別実践リハビリテーション医学研修会で作成

した DVDの販売状況について検討し，メール等で

理事，評議員，認定施設等に購入を勧める活動を

行った．

7）リハビリテーション科医育成アクションプランに

関連して

（1 ）第 4回専門医試験受験支援講座を企画し，第 50

回日本リハビリテーション医学会学術集会の会期中

に開催した．

（2 ）新たに「初期研修医等医師向けリハビリテーショ

ン研修会」を企画し，第一回研修会を平成 25年 7

月 6日に品川フロントビル会議室で行った．

8）専門医制度に関連して

（1 ）医療倫理・安全に関する講演を第 50回日本リハ

ビリテーション医学会学術集会の会期中に開催した．

（2 ）内規更新・指導医定義作成に応じて第一回指導医

講習会を第 51回日本リハビリテーション医学会学

術集会で開催することとした．

（3 ）新専門医制度に対応した研修プログラムのフォー

マットおよびモデルを作成し，また，研修カリキュ

ラムの改訂を進めた．
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4 資格認定委員会報告

担当理事：浅見豊子

委員長：佐伯　覚

委　員：浅野由美，岡本さやか，下堂薗恵，永野靖

典，横山　修

1．委員会の開催

平成 25年度は年 5回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）専門医の認定及び資格更新について

（1）専門医試験を実施し，専門医 79名を認定した．

（2 ）専門医の資格更新審査を行い，105名（認定臨床

医資格の繰上げ更新を含む同時更新：52名，専門

医資格のみ更新：53名），延長 3名，資格保留 1名

であった．

　 　現在の専門医数は 2,002名（資格保留者を除く）

である．

（3 ）専認構の公式見解に基づく専門医資格認定要件の

改正案を作成した．

（4 ）試験当日に実施していた研修手帳の審査を事前に

実施するなど，受験申請書類の審査業務の効率化を

進めた．

（5）専門医試験受験申請情報の分析を行った．

2）認定臨床医の認定及び資格更新について

（1 ）認定臨床医試験を実施し，認定臨床医 76名（研

修施設での 1年以上の研修による：40名，教育研

修会・講演の受講と指導責任者の推薦による：36

名）を認定した．

（2 ）認定臨床医の資格更新審査を行い，資格更新 393

名，延長 2名，資格保留 334名，資格喪失 26名，

認定臨床医（終身）制度該当者 61名であった．

　 　現在の認定臨床医数は 3,445名（資格保留者を除

く）である．

3）指導責任者の認定及び資格更新について

（1）指導責任者の申請を審査し，126名を認定した．

（2 ）指導責任者の資格更新審査を行い，資格更新 480

名，延長 1名，喪失 67名であった．

　 　現在の指導責任者数は 1,045名（資格保留者を除

く）である．

（3 ）平成 27年度からの新制度移行に伴う実務的対応

手順を検討した．

5 施設認定委員会報告

担当理事：田島文博

委員長：尾花正義

委　員：小口和代，船越政範，美津島隆，和田恵美子

1．委員会の開催

平成 25年度は年 2回の委員会を開催した．

なお，委員会とは別に，メール審査を 4回実施し

た．

2．活動内容

1）研修施設の認定及び資格更新について

（1）研修施設の申請を審査し，53施設を認定した．

（2 ）研修施設の年次・更新調査を行い，適格541施設，

保留 2施設，不適格 7施設であった．

　 　現在の研修施設数は 574施設（資格保留施設を除

く）である．

（3 ）研修施設Webシステムのマニュアル内容を一部

改正した．

2）その他

（1 ）「基幹研修施設」・「関連研修施設」・「関連施設」

について検討した．

（2）委員会の内規・申し合せの一部を修正した．

6 試験委員会報告

担当理事：白倉賢二，芳賀信彦

委員長：中馬孝容

委　員：江口　清，加賀谷斉，笠原　隆，菊地尚久，

木下　篤，小林宏高，佐藤新介，関　　勝，中島英

樹，長谷公隆，前野　崇，松本真以子，山中義崇，横

井　剛

1．委員会の開催

本年度は筆記担当委員会7回，口頭担当委員会5回，

筆記・口頭合同委員会 4回を開催した．

認定委員会と合同で専門医試験・認定臨床医試験後

に K・V委員会を開催した．

2．活動内容

1）平成 25年度日本リハビリテーション医学会専門医

試験の筆記問題 150題を作成した．

2）平成 25年度日本リハビリテーション医学会専門医

筆記試験（平成 26年 3月 6日に実施）

を実施した．

3）平成 25年度日本リハビリテーション医学会認定臨

床医試験の問題 100題を作成した．

4）平成 25年度日本リハビリテーション医学会認定臨

床医試験（平成 26年 3月 6日に実施）を実施した．

5）平成 25年度日本リハビリテーション医学会専門医

口頭試験において標準問題を導入し，口頭試験の判

定基準の再検討を行った．

6）平成 25年度日本リハビリテーション医学会専門医

口頭試験（平成 26年 3月 7日に実施）を実施した．
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7）平成 25年度日本リハビリテーション医学会専門医

試験・臨床認定試験合格者について判定した．

8）平成 24年度専門医試験問題・認定臨床医試験問題

および解答の学会誌掲載を行った．

9）学術集会において新作問題作成ワークショップを

開催した．

7 診療ガイドライン委員会報告

担当理事：生駒一憲

委員長：辻　哲也

コア委員：藤原俊之，高橋秀寿，橋本茂樹，古澤一

成，花山耕三

1．委員会の開催

計 18回の委員会を開催した（診療ガイドラインコ

ア委員会 6回，脳卒中治療ガイドライン策定委員会 4

回，リハビリテーション連携パス策定委員会 2回，障

害者体力評価ガイドライン策定委員会 1回，神経筋疾

患・脊髄損傷の呼吸リハビリテーションガイドライン

策定委員会 3回，がんのリハビリテーション策定委員

会 2回，電子会議を含む）．

2．活動内容

1）診療ガイドラインコア委員会

現在作成中で今後 4年以内に完成が見込まれる診療

ガイドライン（脳性麻痺・第 2版，連携パス，体力評

価，神経筋脊損リハ，がんリハ）および「がんのリハ

ビリテーション懇話会」は本学会の 50周年記念事業

企画と位置づけられている．

脳性麻痺リハビリテーションガイドライン策定委員

会，リハビリテーション連携パス策定委員会，障害者

体力評価ガイドライン策定委員会，がんのリハビリ

テーションガイドライン策定委員会は当面の使命を終

えたことから，本年度で解散となる．各委員会の委員

長は特別委員としてコア委員会に参加し，策定委員会

解散後も問い合わせへの対応や改訂のための準備を行

う予定．

2）脳卒中治療ガイドライン策定委員会

脳卒中学会主導でガイドライン委員会を組織し各学

会が参画，本学会策定委員会委員は脳卒中ガイドライ

ン委員会（脳卒中学会）リハ部門の委員を兼務し，脳

卒中ガイドライン委員会（脳卒中学会）園田茂班長が

本学会策定委員会特別委員を兼務し両委員会間の連絡

調整の役割を担う．文献収集作業・構造化抄録作成作

業継続中．

3）脳性麻痺リハビリテーションガイドライン策定委

員会

ガイドライン第 2版の作成に向け作業を継続した．

出版社は入札方式で選定され，金原出版に決定した．

本学会会員からパブリックコメント募集の後，「脳性

麻痺リハビリテーションガイドライン第 2版」が，設

立 50周年記念事業実行委員会のカウントダウン企画

として平成 26年 1月 23日に出版された．

4）リハビリテーション連携パス策定委員会

「リハビリテーションと地域連携・地域包括ケア」

の出版に向けた作業を継続した．出版社は入札方式で

選定され，診断と治療社に決定した．設立 50周年記

念事業実行委員会のカウントダウン企画として平成

25年 6月 10日に出版された．

また，出版と併せて，本学会会員に対して，地域連

携パスや地域包括ケアに対するリハ医としての立場に

ついてアンケート調査をする予定で，アンケートの原

案作成中．

5）障害者体力評価ガイドライン策定委員会

ガイドラインの作成に向けて脊髄損傷と脳血管障害

のグループに分かれて作業を継続した．出版社は入札

方式で選定され，金原出版に決定した．本学会会員か

らパブリックコメント募集の後，「障害者の体力評価

ガイドライン」が，設立 50周年記念事業実行委員会

のカウントダウン企画として平成 25年 6月 18日に出

版された．

6）神経筋疾患・脊髄損傷の呼吸リハビリテーション

ガイドライン策定委員会

ガイドラインの作成に向けて作業を継続した．総

論・各論とも原案完成，出版社は入札方式で選定さ

れ，金原出版に決定した．本学会会員からパブリック

コメント募集の後，設立 50周年記念事業実行委員会

のカウントダウン企画として，平成 26年度第 51回学

術集会までに出版予定．

7）がんのリハビリテーションガイドライン策定委員会

ガイドライン作成に向け作業を継続した．出版社は

入札方式で選定され，金原出版に決定した．本学会会

員からパブリックコメント募集の後，「がんのリハビ

リテーションガイドライン」が，設立 50周年記念事

業実行委員会のカウントダウン企画として平成 25年

4月 30日に出版された．本ガイドラインの英文翻訳

版の作成作業は英文誌への投稿を視野に継続作業中．

また，がん治療学会がん診療ガイドライン jsco-cpg.

jp事業へリハビリテーション分科会として本学会が参

画することが承認された．今後，ガイドラインの普
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及・啓発のために，数多くの質の高いガイドラインが

掲載されている医療情報サービス事業 Minds（公益社

団法人日本医療機能評価機構）へ掲載される予定．

8 社会保険等委員会報告

担当理事：石川　誠，水落和也

委員長：川手　信行

委　員：赤澤啓史，赤星和人，岩田　学，大塚健一，

木村浩彰，小山照幸，近藤国嗣，菅原英和，杉原勝

宣，田中宏太佳

年度内交替委員：稲川利光，大串　幹

1．委員会の開催

本年度は平成 25年 5月 17日，7月 12日，9月 13日，

11月 1日，平成 26年 3月 7日，計 5回の委員会を開

催した．

2．活動内容

1）医療保険に関する活動

（1）内保連関連

・例会，運営会議，呼吸器関連委員会，神経関連委

員会，リハ関連委員会，検査関連委員会および在

宅医療委員会に当委員会委員が参加し，平成 26

年度診療報酬改定の共同提案について他学会と話

し合い，調整などを行った．

・リハ関連委員会において，座長学会として，平成

26年度診療報酬改定に向けたリハ関連領域に関

する意見交換を行い，関連学会・団体と共同提案

に向けて調整を行った．

・内保連から，リハ医学会が主学会となり，技術料

6項目（未収載 4項目，既収載 2項目），医療課

長手渡し 3項目を提案した．また，リハ関連委員

会を構成する学会やその他の委員会学会と共同

で，技術料 14項目（未収載 4項目，既収載 10項

目），医療課長手渡し 5項目を提案した．

・内保連ヒアリングにリハ関連委員会の代表として

参加し，提案書についての意見を述べた．

（2）外保連関連

・総会，実務委員会，処置委員会，検査委員会，麻

酔委員会に当委員会委員が参加し意見を述べた．

・平成 26年度診療報酬改定に向けたリハ関連診療

報酬に関する意見交換を行い，外保連より，リハ

医学会から技術料 4項目（未収載）を提案した．

（3）厚生労働省医療課ヒアリング

厚生労働省医療課ヒアリングに参加し，平成 26

年度診療報酬改正の提案項目につい

て説明し，意見を述べた．

（4）「急性期病棟におけるリハ医師研修会」の準備

平成 26年度診療報酬改定（平成 26年 3月発表）

における，「急性期病棟におけるリハ専門職配置の

評価（ADL維持向上加算）」の施設基準の中で専任

医師の研修要件が出され，研修会開催に向けて，準

備を行った（現在進行中）．

（5）急性期リハ関連職種実態調査WGの活動

診療報酬改定の根拠となる資料を作成するため，

小山委員が中心となり急性期リハ関連職種実態調査

WGにおいて，活動調査を行われ，報告された．

（6 ）リハ医療関連団体協議会・診療報酬改定作業部会

の活動

リハ医療関連団体協議会・診療報酬改定作業部会

に当委員会委員が参加し，平成 26年度診療報酬改

定についての話し合いを行い，15項目について同

意し，厚生労働省保険局医療課へ提案した．

2）介護保険に関する活動

（1）介護報酬改定

介護報酬担当委員を中心に定例委員会で介護保険

の現状を報告し，意見交換を行った．

（2 ）リハ医療関連団体協議会・診療報酬改定作業部会

の活動

リハ医療関連団体協議会・診療報酬改定作業部会

に当委員会委員が参加し，平成 27年度介護保険改

定リハ関連項目についてリハ関連団体（8団体）と

協議・議論し，意見調整を行った（現在進行中）．

3）がんのリハビリテーション研修会への協力

（1）がんのリハ研修運営委員会

がんのリハ研修運営委員会に，当委員会委員が 2

名が参加し，運営などについて意見交換を行った．

（2）がんのリハ研修会

がんのリハ研修会が日本理学療法士協会・作業療

法士協会・言語聴覚士協会・がん看護学会・リハ看

護学会とリハ医学会が共催で，6月 1・2日（東京），

11月 16・17日（東京），1月 25・26日（東京）で

行われ，当委員会委員が協力した．

9 障害保健福祉委員会

担当理事：水落和也

委員長：正岡　悟

委　員：大隈秀信，大仲功一，大野重雄，角田　亘，

樫本　修，下薗英史

1．委員会の開催

本年度委員会を計 4回開催した．4月に 1名の委員

交代があった．
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2．活動内容

1）社会参加推進のための障害者スポーツ

（1 ）脳卒中と脊髄損傷分野で「障害者の体カ評価ガイ

ドライン策定委員会」に参画，成果となる体力評価

ガイドラインが出版された．

（2 ）「日本障害者スポーツ協会」へ取材実施．取材内

容をリハニュース第 60号に掲載し，協会の活動内

容，障害者スポーツ医資格等について情報提供を

行った．

2）地域リハビリテーション

（1 ）地域包括ケアシステムについてリハ関連団体にア

ンケートを実施した．来年度，集計結果報告と代表

的な団体へ地域包括ケアシステムへの関わりについ

ての執筆依頼を予定．

（2 ）介護支援専門員協会より本医学会向けのアンケー

ト（案）を作成した．来年度実施予定．

（3 ）地域包括ケア推進リハ部会に参画．地域包括ケア

の中でリハビリテーションとして何ができるかをア

ピールする必要性について確認．本委員会よりも積

極的に参画を続ける予定．

3）福祉関連法制度

（1 ）身体障害者手帳診断書作成についてのアンケート

結果を会誌（JJRM）Vol.50 No.9に掲載．

（2 ）補装具意見書作成についてのアンケート結果を会

誌（JJRM）Vol.51 No.2に掲載．

（3 ）Web版「医療関係者のための福祉ハンドブック

2013」を作成，学会ホームページにアップした．

4）ICF利用の検討

（1 ）ICFが実際にどのように利用されているかについ

て，文献渉猟結果を共有．今後 ICF利用法のモデ

ルについて検討予定．

5）リハニュース（RN）「委員会だより」で障害保健

福祉関連情報を広報

（1 ）新たに障害者総合支援法の対象となった難病患者

等について情報提供（RN58号）

（2 ）難病患者等への補装具・日常生活用具の公費支給

について情報提供（RN59号）

（3 ）2014年 3月開催ソチパラリンピックについて情

報提供（RN60号）

10 関連機器委員会報告

担当理事：朝貝芳美

委員長：高橋紀代

委　員：江畑公仁男，加藤　剛，河村顕治，近藤健

男，鈴木　禎，橋爪紀子

1．委員会の開催

本年度は 2回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）関連機器データベース作成を目標に，リハビリ

テーション関連機器・福祉機器分類案を作成した．

リハ学会 HPの会員専用ページにリハ機器分類試案

を PDFで掲載し，一般会員の意見を掲示板に書き

込んでもらった．掲示板の意見やリハ学会事務局に

直接届いた意見を委員会にて集約し，リハニュース

57号～ 60号の委員会だよりにて掲載した．

2）公益財団法人テクノエイド協会から依頼された

「障害者総合福祉法に基づく「補装具費支給制度」

全般に係る課題を把握するための調査」　について

メール審議にて当委員会内で意見を募り，アンケー

トに回答した．

3）厚生労働省の「医療ニーズの高い未承認医療機器

等の早期導入に関する要望の募集」について，平成

25年 8月から 9月 30日までリハビリテーション科

専門医にMLで広報した．会員より，未承認医療機

器 2品目の要望が挙げられ，委員会内のメール審議

にて検討した．どちらも主要諸外国にて承認されて

いるという基準に当てはまらなかったため，厚生労

働省への提出には至らなかった．

4）一般財団法人　日本規格協会から「JISの見直し調

査」を依頼された．委員会にて検討して，JIS「ス

トーマ用品に関する用語」については利害関係者

（日本ストーマ排泄リハビリテーション学会）意見

を踏まえて，JSAへ改正を提言した．JIS「ストー

マ用品の試験方法」については，制定（1997年）

より長期間経過している上，対応国際規格が改正さ

れているため，改正を検討する必要があると回答す

ることになった．また，利害関係者の意見は日本ス

トーマ排泄リハビリテーション学会に依頼すること

になり，現在回答待ちである．

11 関連専門職委員会報告

担当理事：朝貝芳美

委員長：武居光雄

委　員：堀田富士子，中村純人，竹川　徹，萩野　浩

1．委員会の開催

本年度は年 2回（平成 25年 6月 15日，平成 25年

11月 22日）の委員会を開催した．

2．活動内容

1）関連専門職教育に関するリハ科専門医の役割につ

いてのアンケート調査結果に基づき今後の方針を検
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討し，専門医とリハ関連専門職養成校（大学も含

む）とのマッチングを行ためにアンケート調査を

行った．専門医に対しても講義等教育が可能か否か

のアンケート調査結果をもとにシステム構築を行う

予定．

2）理学療法士・作業療法士養成施設等教員講習会に

協力した．本年度から言語聴覚士もその対象に含め

ることになった．

3）特定看護師について，情報収集・意見交換をした．

4）リハ医に望むこと，期待することに関して各職種

（職能団体）へアンケート調査を行った．リハ科専

門医及びリハ医学会と関連専門職種団体との良好な

関係を築くことが重要であり，現在，アンケート結

果をまとめている．

5）他の職種との連携について

CP（臨床心理士）の国家資格化に関して，『医療

心理師国家資格推進協議会』にリハ医学会として加

盟した．日本心理研修センターが試験・登録機関に

指定されることへの賛同および協力要請に対して情

報を収集し役員会に諮り，リハ教育の拡充を条件に

賛同することになった．また，他の国家資格のない

職種をどうするか（例えばMSW）についても議論

を行った．

厚生労働省が推し進めている地域包括ケアシステ

ム構築に当たり，チーム医療を推進し，より良いリ

ハ医療提供のためにリハ医がリーダーシップを取

り，関連専門職とどのように協力すべきかについ

て，検討していく．

6）小児高次脳機能障害に関して．

小児高次脳機能障害の実態調査が行われていない

状況のため，現状把握のために大分県内にてプレリ

ミナリー調査を行った．その結果を基に今後の取り

組み方を検討している．

12 会則検討委員会報告

担当理事：上月正博

委員長：伊勢眞樹

委　員：伊藤　修，近藤和泉，関　　勝，染矢富士子

1．委員会の開催

本年度はメールによる審議を 7回開催した．

2．活動内容

1）「代議員選挙に関する規則」「指導医制度関する内

規」「医師以外の正会員の認定に関する内規」「理事

会の人事に関する内規」「論文賞の先行と表彰に関

する内規」「専門医の資格更新に関する申し合わせ」

等の各委員会，理事会にて改正された規則 2件，内

規 8件，申し合わせ 1件，計 11件について，「会則

に関する取り決め」に従って各会則の整合性の検討

をメールによる審議を行った．審議の結果，各条の

整合性の修正や文言の訂正を行い，各委員会，理事

会へ回答した．

2）6名の医師以外正会員の入会審査を当該内規に従

い，メールによる審議を行い，理事会へ 5名推薦

し，1名不可とした．（なお，委員会で不可とした 1

名は，その後の理事会の審議で，医師以外の正会員

の認定に関する内規改正の時期と重なったことから

可と決定された．）

13 広報委員会報告

担当理事：安保雅博

委員長：佐々木信幸

委　員：伊藤倫之，緒方敦子，數田俊成，小林健太

郎，長谷川千恵子，森　憲司

1．委員会の開催

本年度は年 4回（平成 25年 4月 12日，6月 14日，

9月 13日，12月 13日） 開催した．

うち 6月 14日は，学術集会時に会場（東京国際

フォーラム）内の会議室で実施．

2．活動内容 

1）リハニュースの発行

リハニュース 58号からは郵送での発送は中止し

PDF化した．またそれに伴いレイアウト変更を行っ

た．また，PDFにしおり・目次を付与し，カラーの

自由度も増やし読みやすくした．

57号：地方会新たなステージへ

58号：リハビリテーション看護

59号： 日本リハビリテーション医学会 50周年～こ

れまでとこれからの 50年～

60号：高次脳機能障害者の運転とてんかん

2）ホームページ運用

（1 ）HPの改変を目指していたが予算縮減に伴い

pending．

（2 ）HPの更新にかかる経費削減のため，臨時更新を

最小限にした．

（3 ）相互リンクについては随時更新ではなく年末に一

括して委員会で審査・承認し年始より開始とした．

3）その他

（1 ）写真コンテストの選考を行い，大賞作品をリハ

ニュース 60号に発表，作品は今後改定を予定して

いるリハ医学ガイド等に使用する．
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（2 ）ホームページに掲載している「市民のみなさまへ

主な疾患のリハビリ」の内容について全面的に見直

し，改訂を行った．更新内容については理事会報告

し最終決定．

14 国際委員会報告

担当理事：佐浦隆一

委員長：花山耕三

委　員：青木隆明，松永俊樹，山田　深，吉田　輝

1．委員会の開催

本年度は年 2回の委員会を開催した．

第 1回国際委員会　平成 25年 8月 2日（東京　八

重洲クラブ）

第 2回国際委員会　平成 26年 3月 7日（東京　会

議するなら）

2．活動内容

1）海外研修助成プログラム

平成 25年度海外研修助成プログラムとして，栗原

由佳先生への助成を決定し，平成 25年度内に海外研

修（学会発表）が実施された．また，本年度は通常助

成では応募者が定員に満たなかったため，追加募集を

行った．

平成 26年度海外研修助成プログラムについて，募

集ならびに候補者の選定を行った．

2）外国人リハ医師短期交流助成プログラム

平成 25年度外国人リハ医師短期交流プログラムと

して，Gihan Mohamed Ahmed Omar先生（エジプト）

の研修を助成し，平成 25年度内に藤田保健衛生大学

他で短期交流が実施された．

平成 26年度外国人リハ医師短期交流助成プログラ

ムは，H／Cメンバーへの annual report，英文ホーム

ページにより募集を行い候補者の選定を行った．

3）Honorary／Corresponding Memberとの連携体制

Honorary／Corresponding Memberへは，学会終了

後に本学会の年間活動報告（総会資料抜粋：英語），

12月にグリーティングカードおよび記念品（50周年

記念誌：日本語）を送付した．

4）Honorary／Corresponding Memberの拡充

欧米やアジア地域のリハ医学会とその指導者の情報

を集め，Honorary／Corresponding Member候補の探

索を行なった．Dr. Tai Ryoon Han（Seoul National 

University,   College   of   Medicine,   Korea）の Corre-

sponding Memberとしての資格審査を行い，理事長

に具申した．

5）英文ホームページの充実

広報委員会と共同で英文ホームページの内容の見直

し，刷新について作業を行った．

英文ホームページに学会組織図（英語）と「日本リ

ハビリテーション医学会の歴史（英語），出江紳一先

生著」を掲載した．

6）その他

① 50周年記念事業について

第 50回学術集会の記念シンポジウム「海外リハ

交流医受入制度で来日したアジアのリハ医たち」の

プログラム立案，シンポジスト選定，招聘などの準

備を行った．

②リハニュースへの投稿

リハニュース 57号，59号，60号に「委員会だよ

り」を投稿した．

③各種問合せへの対応

国内外からの英文での問合せについて，必要に応

じて対応した．

3．委員の交代

平成 25年 3月 31日付で池田聡委員が解嘱され，平

成 25年 4月 1日付で吉田輝委員が任命された．

15 データマネジメント委員会報告

担当理事：赤居正美

委員長：近藤克則

委　員：菊地尚久，近藤和泉，佐伯　覚，田中宏太

佳，藤原俊之，宮井一郎，宮越浩一

1．委員会の開催

委員会を学会のシステムの掲示板を活用した審議を

適宜行った

2．活動内容 

1）日本リハビリテーション・データベース協議会に

関わる論議

日本理学療法士協会，日本作業療法士協会，日本言

語聴覚士協会とともに，2012年 9月 4日に，日本リ

ハビリテーション・データベース協議会（Japanese 

Association for Rehabilitation Database，JARD）を設

立した．データベースの改訂や入力，共同研究などに

よる活用などの面における共同運用を開始しそれに関

わる審議を行った．

2）外部資金獲得の試み

厚生労働省の老人保健事業推進費等補助金（老人保

健健康増進等事業分）に申請したが残念ながら不採択

であった．厚生労働科学研究費補助金申請も検討した

が研究代表者を確保できず申請を見送った．某製薬会
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社から調査委託の打診があったが公益財団法人となっ

た本学会の公益性との兼ね合いが問題とされ，検討の

結果，共同研究とする可能性について打診をし，その

方向が合意が得られつつある．

3）データマネジメント・システムの運用

データベースの改訂，データ登録，データを活用し

た調査研究など，従来からの運用に関わる事業を行っ

た．

16 システム委員会報告

担当理事：赤居正美

委員長：伊藤倫之

委　員：羽田康司，馬場　尊，小口和代，近藤和泉，

今井晋二

特別委員：園田　茂，山田　深，加賀谷斉

年度内交替委員：船越政範，笠井史人（特別委員）

1．委員会の開催

委員会をインターネット会議として 2回開催した

（2013.4.1.4.23, 4.24.7.21）．

2．活動内容 

1）システムの改良

天災等の災害によるシステム障害予防のためレンタ

ルサーバー（株式会社 NTT PC Communications）を

契約し，自動バックアップのプログラム作成を行い，

学会システムのバックアップを開始した．

2）システム運営

システムに関する機能調整を各委員会と行った．

・専門医会の筋電図・臨床神経生理 SIGを設立し

た．同 SIGの掲示板（コアメンバー用，全体用）

を設置した．

・ICF core set 翻訳ワーキンググループの掲示板を

立ち上げた．

3）システムの普及活動

第 51回学術集会の演題登録においても，会員用

Webシステムのトップページ（お知らせ欄）を経由

して行う仕組みにしてもらい，会員のシステム登録を

促した．

4）システム登録者数

平成 26年 3月 31日現在，6,480名である．

平成 25年度日本リハビリテーション医学会

専門医会報告

－総会・学術集会・幹事会－

担当理事：椿原彰夫

幹事長：近藤和泉

副幹事長：大串　幹，笠井史人

幹　事：青柳陽一郎，大田哲生，下堂薗恵，中村

健，平岡　崇，藤原俊之，八幡徹太郎

1．総会，学術集会，幹事会の開催

本年度は総会 2回（定例 1回，臨時 1回），学術集

会 1回，幹事会 3回を開催した．その他，幹事会専用

掲示板にて議論，情報交換等を行った．

2．活動内容および報告

1）総会（平成 25年 6月および 11月）

平成 25年 6月 14日の第 50回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会中に臨時総会を開催した．議題は①

第 8回リハビリテーション科専門医会学術集会準備状

況，②第 9回リハビリテーション科専門医会学術集会

準備状況，③第 10回リハビリテーション科専門医会

学術集会代表世話人に関して，④各 SIG活動報告（小

児リハ，基礎研究，脊髄障害，切断・義肢，ポリオ後

症候群，痙縮治療），⑤ SIG設立に関して，⑥リハ医

療に必要な電子カルテ機能に関するWG活動報告，

⑦専門医会実技研修支援，⑧専門医間の交流会活動，

⑨専門医会研究補助金助成対象者に関してであった．

平成 25年 11月 9日の第 8回リハビリテーション科

専門医会学術集会中に札幌市教育文化会館 1階大ホー

ルにて定例総会を開催した．議題は①第 9回リハビリ

テーション科専門医会学術集会準備状況，②第 10回

リハビリテーション科専門医会学術集会準備状況，③

各 SIG活動報告（小児リハ，基礎研究，脊髄障害，

切断・義肢，ポリオ後症候群，痙縮治療，筋電図・臨

床神経生理），④ RJN活動報告，⑤リハ医療に必要な

電子カルテ機能に関するWG活動報告，⑥専門医間

の交流会活動報告，⑦専門医会実技研修支援に関し

て，⑧専門医会研究補助金助成対象者募集であった．

その他，幹事会宛に先天性中枢性低換気症候群の問い

合わせがあり，小児リハ SIGで回答者を探している

件，水間理事長より，後期研修のプログラム募集が

11月 30日締切で行われていることの報告があった．

2）幹事会

平成 25年 6月 14日に東京国際フォーラム会議室

G 410にて第 1回幹事会を開催した．議題は①第 8回

リハビリテーション科専門医会学術集会準備状況，②

第 9回リハビリテーション科専門医会学術集会進行状

況，③ RJN活動報告，④各 SIG活動報告（小児リハ，

基礎研究，脊髄障害，切断・義肢，ポリオ後症候群，

痙縮治療，筋電図・臨床神経生理），⑤リハ医療に必

要な電子カルテ機能に関するWG活動報告，⑥専門

医会実技研修支援，⑦平成 25年度予算，⑧新専門医
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制度に関してであった．専門医間の交流会活動，その

他，第 10回リハビリテーション科専門医会学術集会

の世話人選任について，笠井幹事が世話人として推薦

され，幹事会で承認された．

平成 25年 11月 9日に札幌市教育文化会館 3階 302

研修室にて第 2回幹事会を開催した．議題は①第 9回

リハビリテーション科専門医会学術集会進行状況，②

第 10回リハビリテーション科専門医会学術集会進行

状況，③ RJN活動報告，④各 SIG活動報告（小児リ

ハ，基礎研究，脊髄障害，切断・義肢，ポリオ後症候

群，痙縮治療，筋電図・臨床神経生理），⑤リハ医療

に必要な電子カルテ機能に関するWG活動報告，⑥

専門医会実技研修支援，⑦平成 26年度予算，⑧新専

門医制度，⑨専門医交流活動であった．

平成 25年 12月 22日に TKP東京駅前カンファレン

スセンターミーティングルーム 4 Aにて第 3回幹事会

を開催した．議題は①専門医会のミッションについ

て，②総会・臨時総会の運営方法，③専門医会幹事の

選出方法についてであった．その他として，第 51回

学術集会時専門医会企画に関して，近藤幹事長から小

児リハに関連する企画の提案があり，認められた．

3）第 8回専門医会学術集会の開催

上述した総会，幹事会とともに，平成 25年 11月 9

日，10日に札幌市教育文化会館にて第 8回専門医会

学術集会が石合純夫代表世話人により開催され，盛会

のうちに閉会した．

平成 25年度日本リハビリテーション医学会

リハビリテーション科女性医師ネットワーク世話人会

報告

担当理事：浅見豊子

世話人長：藤谷順子

副世話人長：大串　幹

世話人：小口和代，中馬孝容，土岐めぐみ，豊岡志

保，永田智子，山口朋子

1．世話人会の開催

本年度は世話人会 2回を開催し，その他，専用掲示

板及びメール審議を行った．

2．活動内容及び報告

1）位置づけ

専門医会幹事会から独立し，下記の世話人会名称と

なった．

リハビリテーション科女性医師ネットワーク

 Rehabilitation Joy Network （RJN） for Women 

Physiatrists

2）懇親会

第 50回日本リハビリテーション医学会学術集会時

にランチ会（参加 65名），第 8回日本リハビリテー

ション医学会専門医会学術集会時に懇親会（参加 35

名），日本義肢装具学会学術大会（10月）においてラ

ンチ会（参加 46名）を開催し，情報交換を行った．

3）RJNセミナー

第 8回日本リハビリテーション医学会専門医会学術

集会時（2013年 11月 10日，於：札幌市教育文化会館）

に，日本医師会の共催にて，RJNセミナーを開催し

た．リハビリテーション科女性医師ネットワーク

（RJN）企画「リハビリテーション科医師が語る！

『患者を活かす仕事』プロフェッショナル紹介セミ

ナー（日本医師会「平成 25年度医学生，研修医等を

サポートするための会」共催）」と題し，学生・研修

医・転科した医師などを含め 32名の参加があった．

4）インタビュー企画

第 8回インタビュー及び，第 9回インタビューを実

施した．ゲストとインタビュアーは以下のとおりであ

る．

第 8回　ゲスト　大阪医科大学　佐浦先生

インタビュアー　中国四国地方　土井あかね先生

　　　　　　　　関東地方　笹尾ゆ う先生

第 9回　ゲスト　昭和大学　水間先生

インタビュアー　北海道地方　白井幹子先生

　　　　　　　　九州地方　溝口恵先生

5）インタビュー冊子作成

第 1回から第 4回までのインタビュー（すでにホー

ムページにて公開）を，勧誘等に使用可能な紙媒体と

して冊子を作成した．A 4，表紙及び口絵カラー 40頁

（表紙込み）であり，今後，研修施設その他，勧誘の

拠点となる施設・人への提供を予定している．

6）ホームページ更新

上記企画の報告，及び，今年度の医学会会員数や専

門医数における女性医師の比率などの資料を，ホーム

ページに掲載した．

 以　上　
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平成 26年度　事業計画

（平成 26年 4月 1日から平成 27年 3月 31日まで）

【事業方針】

1．学術活動の推進

①第 51回学術集会を開催する．

②専門医会学術集会を開催する．

③地方会学術集会の開催を支援する．

④学会誌を刊行する．

2．新専門医制度への対応

① 新専門医制度に対応するための取り組みを推進す

る．

② 専門医・認定臨床医育成のための教育を継続的に

検討する．

3．リハビリテーション医学教育の充実

① 卒前教育の最新状況を把握し，専門医制度基本領

域にふさわしい卒前教育内容を吟味する．

② 卒前教育に必要な講座設置のあり方を提言し，関

係機関に働きかける．

③ 専門医制度基本領域にふさわしい研修医の研修内

容を吟味し，関係機関に提案する．

④ 医学生，研修医へのセミナー実施と広報の充実を

図る．

⑤ 卒後教育，生涯教育（認定臨床医，専門医，指導

医）のための研修を充実する．

⑥ 一般医家に対するリハビリテーション医学啓発を

推進する．

⑦関連専門職教育推進を支援する．

4．調査・研究事業の推進

① 診療ガイドラインを計画的・系統的・持続的に策

定，改訂する．

② データマネジメントシステムを合理的に整備す

る．

③ 競争的資金を導入し，多施設共同研究を推進す

る．

5．社会保障制度改革への対応と提言

① 関連団体との連携体制を再構築して情報交換を強

化する．

② 制度体系について中期的展望に立った提言を行

う．

③ 診療報酬改定に向けた対応について検討・実施す

る．

④ 時代に即応した医療福祉システムを展望し充実案

を提案する．

6．社会への貢献

①リハビリテーション医療の充実・普及を図る．

②障害者の社会参加を促進する．

③市民啓発事業を実施する．

④ 脳卒中対策基本法の成立に向けた活動を継続す

る．

⑤ 他学協会と協力して大災害への支援体制作りを行

う．

7．国際化の推進

①各国研究者間の交流を促進する．

②アジア地域との連携と交流を促進する．

③国際学会への対応を強化する．

④国際学会招致の準備を行う．

8．学会財政基盤の見直し強化

① 学会財政の立て直し強化に向けた取り組みを行う．

9．学会組織の見直しと充実

①委員会機能を整備・強化する．

②危機管理体制を整備する．

③事務局機能を見直す．

④出版物発行の在り方について総合的に見直す．

⑤専門医会の在り方を見直す．

⑥地方会活動を支援する．

10．50周年記念事業の実行

① 学会の活動性の向上，社会啓発，国際化の骨子と

した記念事業を継続する．

11．その他

①本医学会の目的に沿った事業を行う．

【事業計画】

1．学術集会の開催

1） 第 51回日本リハビリテーション医学会学術集会

を，平成 26年 6月 5日，6日，7日の 3日間，

名古屋国際会議場に於いて開催する．

2） 第 9回専門医会学術集会を，平成 26年 11月 15

日，16日の 2日間，鹿児島市民文化ホールに於

いて開催する．

2．諸会議

1）代議員総会 1回

2）理事会

3）倫理委員会

　 委員会所管事例の検討

4）専門医会

　①　専門医会総会の開催

　②　専門医会学術集会の開催

　③　年次学術集会における専門医会企画

　④　SIG活動

　⑤　WG活動
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　⑥　専門医間の交流促進

　⑦　専門医会実技研修支援

　⑧　学会データベースを利用した研究推進

　⑨　専門医会研究補助金

5）各種委員会

　 編集委員会他 15委員会

（1）編集委員会

　① 学術集会での発表内容の向上，卒前・卒後教育

の充実，エビデンス構築の基盤整備等に寄与す

べく，質の高い学会誌を発行する．

　② 学会の広報活動に寄与すべく，各種情報を学会

誌に掲載するとともに学会誌の電子化・国際化

及び英文学会誌の取り組みを一層進める．

（2）評価・用語委員会

　① 改訂第 8版用語集編纂に向けたWeb版リハビ

リテーション医学用語事典の運用と内容の充実．

　②  50周年記念事業におけるWeb版リハビリテー

ション医学用語事典の一般向け解説の公開を

引き続き推進する．

　③評価法調査

　④委員会としての広報の充実

　⑤他委員会との連携の強化

（3）教育委員会 

　＜育成＞

　①卒前教育カリキュラムと初期臨床研修

　②カリキュラムの変更に伴う研修手帳の印刷

　③ 新専門医制度に向けての研修カリキュラムと各

研修施設研修プログラムの検討

　＜生涯教育＞

　①生涯教育研修会

　②実習研修会

　③病態別実践リハビリテーション研修会

　④ 一般医家リハビリテーション研修会（非会員医

師対象の基礎講座）

　⑤専門医受験支援講習会

　⑥指導医研修会

　⑦ 医療倫理安全に関する講習などの専門医受験，

更新講習会

　⑧診療報酬改定等に呼応した各種研修会

（4）資格認定委員会

　①専門医の認定及び更新に関すること

　②認定臨床医の認定及び更新に関すること

　③指導医の認定及び更新に関すること

　④ 資格認定・更新に関する管理システム構築に関

すること

　⑤新しい専門医制度に関すること

（5）施設認定委員会

　①研修施設の認定及び更新に関すること

　②新しい専門医制度に関すること

（6）試験委員会

　① 専門医認定，臨床認定医認定のための筆記試験

問題作成（画像問題・図表を含む）

　②専門医認定のための口頭試験問題作成

　　同問題の採点基準の作成

　③ 口頭試験問題の出題形式，出題内容，出題方法

の検討

　④ 専門医認定，臨床認定医認定のための試験の実

施

　⑤実施した試験問題の適切・不適切に関する検討

　⑥実施した試験問題や予備問題の保存・管理

　⑦新作問題作成および依頼方法の検討

　⑧ 学術集会における問題作成ワークショップの開

催

　⑨専門医認定試験料の適正化

　⑩専門医・臨床認定医試験会場の見直し

（7）診療ガイドライン委員会

　1）ガイドラインコア委員会

　① 各策定委員会の活動を長期的視野に立って計

画・調整

　②策定委員会によるガイドライン策定の支援

　③ エビデンスが欠けている領域について学会とし

て取り組むべき研究テーマの提案

　④ガイドラインの普及

　2）脳卒中治療ガイドライン策定委員会

　①ガイドラインの策定

　3） 神経筋疾患・脊髄損傷の呼吸リハビリテー

ションガイドライン策定委員会

　①ガイドラインの策定

（8）社会保険等委員会

　①医療保険に関する業務

　②介護保険に関する業務

　③ リハビリテーション診療報酬体系を検討する業

務

　④がんリハビリテーション研修会の業務

　⑤ 急性期病棟におけるリハビリテーション医師研

修会の業務

（9）障害保健福祉委員会

　① 地域リハビリテーションのあり方とリハビリ

テーション科医の役割についての検討

　② 障害者スポーツに関する情報の提供
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　③ 障害者施策の動向と障がい児／者をとりまく関

連制度等の検討

（10）関連機器委員会

　①リハビリテーション機器データベース化の準備

　② 医療ニーズの高い未承認医療機器などの早期導

入に関する要望提案

　③ JISの見直し調査・検討

（11）関連専門職委員会

　① リハ科専門医と関連専門職種養成学校とのマッ

チング

　② アンケートに基づくリハ科専門医の在り方の検

討

　③関連専門職種の情報収集

　④臨床心理士国家資格化への後援

　⑤医療研修推進財団への協力

　⑥人材育成

（12）会則検討委員会

　① 定款及び定款施行細則に適合した各種規則，内

規，申し合わせの改正を行う

　② 医師以外の正会員候補者の入会審査を適正に行

う

　③諸会則に関わる必要事項の検討を行う

（13）広報委員会

　①広報誌の発刊

　②ホームページの管理改編

　③ 会員用Webシステムの有効活用，IT化に向け

た協議

　④ リクルート用のリハビリテーション医学ガイド

の改訂

　⑤ リハビリテーション医学の普及・発展へ向けた

啓発

（14）国際委員会

　① 日本リハビリテーション医学会員海外研修助成

プログラム

　② 外国人リハビリテーション医師対象の短期交流

助成プログラム

　③  Honorary/Corresponding Memberの拡充，活

動内容見直し継続

　④英文ホームページの充実

　⑤ 英文 annual reportの作成と H/C Memberへの

送付

　⑥ 国際会議の招致準備

（15）データマネージメント委員会

　① 日本リハビリテーション・データベース協議会

（JARD）を通じたデータマネージメント事業

　② 外部資金の獲得とそれを活用した共同研究の検

討

　③ リハビリテーション患者データ集の出版の検討

（50周年事業として）

（16）システム委員会

　① 現行のリハビリテーション医学会システムの保

守，改良

　　・ 会員管理・掲示板・メールマガジン・アンケー

ト等に生じた不具合対応

　　・ログイン者数増加への啓発活動

　②新たなシステムの立つインフラの検討

　　・ ICカード導入による学会参加，研修ポイン

ト，会費等の電子決済などの検討

　　・e-learningなどの導入

（17）特別委員会

　①設立 50周年記念事業実行委員会

　②専門医制度対策委員会

　③刊行物の在り方検討委員会

　④財務委員会

（18）リハビリテーション科女性医師ネットワーク

　① リハビリテーション科広報・会員・専門医数増

加への支援活動

　② 女性リハビリテーション医を中心とした会員の

交流・親睦促進

　③他学会女性医師との連携

3．新専門医制度に向けた取り組み

専門医制度対策委員会を中心に，新専門医制度に対

応する研修カリキュラム，研修プログラム等の整備を

進める．

4．財政基盤の立て直し

財務委員会を立ちあげ，財政状況の分析及び検討を

行い，安定した財政基盤の確立を目指す．

5．会誌の発行

会誌「The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine」

を年 13号（第 51巻第 4号～第 12号，特別号，第 52

巻第 1号～第 3号），1号あたり 約 10 ,000部を発行す

る．また，学会誌のあり方について検討する．

英文誌の在り方について検討し，発行に向けた取り

組みを行う．

6．広報誌の発行

広報誌「日本リハビリテーション医学会ニュース」

（リハニュース）を PDF形式で発行する．また，リク

ルート用のリハビリテーション医学ガイドを改定・発

行する．
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7．ホームページの管理運営

1） 掲載内容の更新，追加などを実施する．（適宜内

容の見直しやトップページを含めた内容の整理

を行う．）

2） 理事会，各委員会，専門医会と連絡を密にして，

コンテンツを充実する．

8．教育及び研修

1）実習研修会

筋電図，脊損尿路，小児，福祉／地域，動作解

析，義手，嚥下，職業，医療コミュニケーションの

9種 10研修会を開催する．

2）学術集会研修会

第 51回日本リハビリテーション医学会学術集会

を，平成 26年 6月 5日，6日，7日の 3日間，名古

屋国際会議場に於いて開催する．

3）専門医会学術集会研修会

平成 26年 11月 15日，16日の 2日間，鹿児島市

民文化ホールに於いて開催する．

4）病態別実践リハビリテーション医学研修会

「骨関節障害」「神経系障害」「内部障害」の 3研

修会を開催する．

5） 一般医家に役立つリハビリテーション医療研修

会

一般医家に役立つリハビリテーション医療研修会

を開催する．

6）医学生リハビリテーションセミナー

医学生のためのリハビリテーションセミナーを開

催する．

7）リハビリテーション処方に必要な研修会

診療報酬の改定に合わせ，急性期病棟におけるリ

ハビリテーション医師研修会を開催する．

9．専門医の認定

専門医（リハビリテーション科専門医）の認定審査

を行う．

10．認定臨床医の認定

認定臨床医の審査認定を行う．

11．指導医の認定 

申請に基づき指導医の認定審査を行う．

12．指導医の資格更新

指導医の資格更新審査を行う．

13．研修施設の認定

申請に基づき研修施設の認定審査を行う．

14．研修施設の資格更新

研修施設の資格更新を行う．

15．専門医の資格更新

専門医の資格更新審査を行う．

16．認定臨床医の資格更新

認定臨床医の資格更新審査を行う．

17．リハ医学啓発活動事業

各地方会で市民公開講座等を開催し，広くリハビリ

テーション医学の啓発活動を行う．

18．学術研究助成

1）優秀論文への助成

2）若手研究者への海外研修助成

3）外国人リハビリテーション医への交流研修助成

4）専門医会研究補助金

19．国際リハビリテーション関連

1）ISPRM，AOSPRM等の活動に参加する．

2）アジア地域での交流活動を行う．

3） リハビリテーション国際会議を招致する準備を

進める．

20．利益相反マネージメントの推進

利益相反マネージメントの啓蒙促進を図る．  

21．その他

リハビリテーション関連団体の主催する各種事業の

後援，協賛等を行う．
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